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目に耳に 告げる春の訪れ
ウメとメジロ（城山公園）
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水俣市役所は、環境管理の国際規格
「ISO14001」を自己宣言しています。
再生紙を使用し、両面印刷で枚数を
抑制、その後リサイクルしています。
「広報みなまた」もリサイクルでき
ます。各家庭や事業所などでも、協
力をお願いします。

今月の表紙
目に耳に 告げる春の訪れ

風が少しずつ温んで、可憐な花を一
斉に開いたウメの枝。数羽のメジロ
が、愛らしい地鳴きとともに枝から
枝へ飛び渡っては、花の蜜を集めて
いました。春が来るのを待っていた
か、あるいは、春を連れてきたか。

（２月21日撮影）

髙
岡
市
長
が

　
　
市
役
所
に
初
登
庁

　

２
月
22
日
に
、
髙
岡
利
治
新
市
長
（
第
19
代
水
俣
市
長
）
が
、
市

職
員
の
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
、
市
役
所
仮
設
庁
舎
に
初
登
庁
し
ま

し
た
。
就
任
式
で
は
、
市
職
員
や
市
議
会
議
員
へ
就
任
の
挨
拶
を
行

い
ま
し
た
。

　

任
期
は
２
月
22
日
か
ら
４
年
間
。
初
日
か
ら
関
係
機
関
へ
の
あ
い

さ
つ
回
り
な
ど
、
公
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。

髙
岡
市
長
就
任
あ
い
さ
つ（
要
約
）

　

２
月
４
日
投
票
の
市
長
選
挙
に
お
い

て
、
本
日
よ
り
市
長
と
し
て
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
髙
岡
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
４
年
間
、
皆
さ
ん
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
す
。
就
任
に
あ
た
っ
て
一

言
、
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
市
役
所
の
管
理
職
、
幹
部
の
皆

さ
ん
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
長
年
、培
っ

て
こ
ら
れ
た
知
識
、
ス
キ
ル
を
余
す
と
こ

ろ
な
く
職
員
に
伝
え
、
職
員
の
皆
さ
ん
を

し
っ
か
り
と
育
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

職
員
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
行
政
職
と
い

う
職
業
を
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た

中
で
、
自
ら
の
知
識
や
技
術
を
、
こ
の
水

俣
市
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
と
貢
献
し
た

正面玄関前で女性職員から花束を受ける髙岡市長
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　今回の水俣市長選挙と同日に行われ
た市議会議員補欠選挙で、岩村龍男さ
んが当選しました（無投票）。任期は
平成 30 年 2 月 6 日から平成 31 年 4
月 30 日までです。

市議会議員補欠選挙
当選者

岩村龍男さん
所属会派／政進クラブ

い
と
い
う
気
持
ち
が
当
然
あ
る
と
思
い
ま

す
。
変
革
を
恐
れ
ず
に
、
改
革
を
恐
れ
ず

に
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
こ
と
が
、
水
俣
市
民
の
た
め
、
そ
し

て
水
俣
市
政
の
た
め
に
な
る
こ
と
だ
と
、

私
は
確
信
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
先
頭
に

立
っ
て
、私
を
皆
さ
ん
の
手
足
と
し
て
使
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
風
に
思
っ
て
い

ま
す
。
思
い
切
っ
て
大
胆
に
、
行
政
改
革
、

行
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
皆
さ
ん
は
、
非
常
に
高
い
ス

キ
ル
と
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
も
の
を
一
人
ひ
と
り
が
生
か
し
て
、
一
つ

の
チ
ー
ム
と
し
て
、「
チ
ー
ム
水
俣
」
と

し
て
、
発
揮
を
し
て
い
た
だ
く
。
そ
れ
が
、

水
俣
市
民
の
た
め
、
水
俣
市
政
の
た
め
に

な
る
と
い
う
こ
と
を
、
し
っ
か
り
念
頭
に

お
い
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
業
務
に
、

今
ま
で
以
上
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
精
一
杯
、
皆
さ
ん
と
水
俣
市
政
の

た
め
に
、
汗
を
か
い
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
議
会
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、水
俣
市
民
、水
俣
市
政
の
た
め
に
や
っ

て
い
く
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
は
、
全
員
が

持
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
力
な
く
し
て
、
こ
の
水
俣
市
政
運
営
は

進
ん
で
い
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う

か
、
ご
指
導
を
ご

撻
お
願
い
し
ま
す
。

就任式でのあいさつする髙岡市長

職員の拍手に迎えられながら登庁する髙岡市長
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熊本地震発生
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１_複数箇所で石垣が損壊（写真は戌亥櫓） ２_修
復中の熊本城を案内するボランティアガイド  ３_
同じ位置に復元するため整理された崩れた石垣

1

23

ボランティアガイド

多
た

堀
ぼり

亞
つぐ

夫
お

さん

阿蘇市観光協会会長

稲
いな

吉
よし

淳
じゅん

一
いち

さん
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水俣病被害者に誰よりも寄り添った

石牟礼道子さん死去

2011年 10月28日、熊本市内で撮影
（写真提供：熊本日日新聞社）

　

水
俣
病
被
害
者
や
そ
の
家
族

の
苦
し
み
を
描
い
た
作
品『
苦
海

浄
土
』を
執
筆
し
た
作
家
の
石
牟

礼
道
子
さ
ん
が
、
２
月
10
日
午

前
３
時
14
分
に
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
に
よ
る
急
性
増
悪
の
た
め
亡

く
な
り
ま
し
た
。
享
年
90
歳
。

　

石
牟
礼
さ
ん
は
１
９
２
７
年
、

天
草
郡
宮
野
内
村（
現
・
天
草
市
）

に
生
ま
れ
、
生
後
ま
も
な
く
水

俣
へ
移
住
。
水
俣
実
務
学
校（
水

俣
高
校
）
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、

葛
渡
小
学
校
な
ど
で
代
用
教
員

と
し
て
務
め
ま
し
た
。
戦
後
は

主
婦
の
傍
ら
、
短
歌
を
中
心
に

文
学
活
動
を
開
始
。
水
俣
病
問

題
が
発
生
し
て
か
ら
は
、
水
俣

病
市
民
対
策
会
議
を
作
り
、
患

者
を
支
援
す
る
な
ど
、
水
俣

病
被
害
者
へ
寄
り
添
い
ま
し
た
。

晩
年
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
患
い
、

熊
本
市
内
の
介
護
施
設
で
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
９
６
９
年
に
講
談
文
庫
か

ら
出
版
し
た
、
代
表
作『
苦
海
浄

土
』は
、
水
俣
病
の
実
態
を
被
害

者
か
ら
の
証
言
を
も
と
に
描
い

た
小
説
。
同
作
は
、
１
９
７
３

年
に
ア
ジ
ア
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
言

わ
れ
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
グ

サ
イ
サ
イ
賞
を
受
賞
し
、
世
界

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

作
品
紹
介

『
石
牟
礼
道
子
初
期
散
文
』、『
海
と
空
の

あ
い
だ
に
』、『
潮
の
目
録
』、『
樹
の
中

の
鬼
』、『
苦
海
浄
土
・
わ
が
水
俣
』、『
不

知
火
海
／
水
俣
・
お
わ
り
な
き
た
た
か

い
』、『
流
民
の
都
』、『
天
の
魚
』、『
陽

の
か
な
し
み
』、『
わ
が
死
民
』、『
西
南

役
伝
説
』、『
椿
の
海
の
記
』、『
み
な
ま

た
海
の
声
』、『
言
葉
果
つ
る
と
こ
ろ
・

鶴
見
和
子
対
談
集
』、『
お
え
ん
遊
行
』、

『
十
六
夜
橋
』、『
石
牟
礼
道
子
の
コ
ス

モ
ロ
ジ
ー 

不
知
火
』、『
は
に
か
み
の

国
』、『
新
作
能 

不
知
火
』、『
海
霊
の
宮
』

他　

多
数

石
牟
礼
道
子
さ
ん

追
悼
の
た
め
の
回
顧
録

　

水
俣
病
資
料
館
が
石
牟
礼
道

子
さ
ん
の
回
顧
展
を
開
き
ま
す
。

　

平
成
18
年
に
開
催
し
た
、
同

資
料
館
の
企
画
展
示
パ
ネ
ル
16

枚
に
加
え
、
著
作
本
の
閲
覧
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

常
設
展
示
に
は
、『
苦
海
浄
土
』

の
一
節
「
死
旗
」
の
直
筆
原
稿

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
期
日　

３
月
中
ま
で
（
未
定
）

■
場
所　

水
俣
病
資
料
館
特
別

展
示
会
場
（
水
俣
病
情
報
セ
ン

タ
ー
渡
り
廊
下
、
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
病
資
料

館
☎
62
・
２
６
２
１

石牟礼道子さんの代表作『苦海浄土・わが水俣病』の一節「死旗」
直筆の原稿が水俣病資料館に展示しています。
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楽しく走ったあとは、しし鍋で温まったよ 第 24回久木野しし鍋マラソン大会
　

２
月
11
日
に
、
久
木
野
地
区
で
、

第
24
回
久
木
野
し
し
鍋
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
は
久
木
野
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

愛
林
館
前
を
出
発
す
る
３
キ
ロ
、

５
キ
ロ
、
10
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
、

５
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
く
ま
モ
ン
も
駆
け
つ

け
、
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し
ま
し
た
。

完
走
後
は
、
久
木
野
で
収
穫
し
た

お
米
や
野
菜
（
地
元
の
手
作
り
味

噌
）
で
作
っ
た
温
か
い
し
し
鍋
や

ご
飯
が
振
舞
わ
れ
、
参
加
者
ら
は
、

お
腹
を
満
た
し
ま
し
た
。

語り部たちの宝物いっぱい 水俣病資料館企画展「モノ語り展」

1_ 大漁旗を紹介する杉本肇さん　
2_ 吉永理巳子さんの宝物の丹前　
3_ 緒方正実さんの祖父が屋根裏に
隠していた宝焼酎　4_ オープニング
トーク　5_ 受賞者が語り部の人たち
の宝物を使ってストーリーを考える　

　

昨
年
の
12
月
20
日
か
ら
水
俣

病
資
料
館
で
、
語
り
部
の
人
た

ち
の
宝
物
22
点
を
展
示
し
て
い
る

「
モ
ノ
語
り
展
」
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

開
催
初
日
に
は
、
資
料
館
語

り
部
の
緒
方
正
実
さ
ん
、
吉
永

理
巳
子
さ
ん
、
杉
本
肇
さ
ん
に

よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
を

開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宝
物
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

２
月
３
日
に
は
、
自
分
の
宝

物
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、
宝
物
と

の
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら

物
語
を
つ
く
る
「
モ
ノ
語
り
を

作
ろ
う
！
」
の
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。
式
後
に
は
、受
賞
者
が
、

語
り
部
た
ち
の
宝
物
で
新
た
な

物
語
を
作
成
し
、
発
表
し
ま
し

た
。「
モ
ノ
語
り
展
」
は
３
月
18

日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

1_10 キロのスタート　2_もう少しで
ゴール　3_ 地域の人が沿道で応援　4・
6_ 完走後は、しし鍋が振る舞われまし
た　5_ みんな楽しくランニング　7_子
どもから大人まで大人気のくまモン　

１

2 3

4

5

6

7

１

23

4

5
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まちのわだい
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学んだ建築技術を後輩たちへ
水俣高校と緑東中学校が連携授業

1/20

美しい歌声とピアノの音色で聴衆を魅了
水俣演奏家協会新春コンサート

1/4

　

緑
東
中
学
校
で
、
水
俣
高
校
建

築
コ
ー
ス
の
生
徒
が
、
中
学
生
へ

建
築
技
術
を
教
え
る
中
高
連
携
授

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
は
、
地
元
木
材
加
工

所
の
廃
材
を
活
用
し
、
中
学
生
に

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
や
達
成
感

を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
12
月

か
ら
４
回
に
渡
っ
て
、
取
り
組
ん

で
き
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
、
い
す
の
組
み
立
て
作

業
を
行
な
っ
た
山
下
航
さ
ん
（
緑

東
中
２
年
）
は
「
高
校
生
が
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
て
、楽
し
か
っ
た
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

　

水
俣
演
奏
家
協
会
が
、
水
俣

の
正
月
を
盛
り
上
げ
る
新
春
コ
ン

サ
ー
ト
を
も
や
い
館
で
開
き
ま
し

た
。
同
協
会
が
毎
年
開
催
し
て
い

て
、
今
年
で
18
回
目
で
す
。

　

同
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
５
人
が
出

演
し
、
テ
ノ
ー
ル
独
唱
や
ピ
ア
ノ

の
独
奏
を
披
露
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
は
、
手
拍
子
な
ど
体
全
体
使
っ

た
ボ
デ
ィ
ー
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

公
演
を
聞
い
て
い
た
約
80
人
の

聴
衆
は
演
奏
後
、
大
き
な
拍
手
送

る
な
ど
、
美
し
い
歌
声
や
ピ
ア
ノ

の
演
奏
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

水俣環境アカデミア市民公開講座
「アンガーマネジメント」

　

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
が
㈲
Ａ
Ｅ

メ
デ
ィ
カ
ル
鹿
児
島
支
社
長
の
田
之

頭
智
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
市
民

公
開
講
座
「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、
怒
り
と
の
上
手
な
向

き
合
い
方
。
怒
り
を
上
手
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
人

間
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
内
容
で
す
。
36
人
の
参
加
者
は
、

呼
吸
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
特
定
の

フ
レ
ー
ズ
を
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て

気
分
を
落
ち
着
か
せ
る
手
法
な
ど
の

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ダイヤ改定に伴いメニューを一新
おれんじ食堂の料理を坂井シェフが監修

　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
㈱
が
、
３
月

か
ら
ダ
イ
ヤ
改
定
を
行
い
ま
す
。
そ

の
改
定
に
伴
い
、
お
れ
ん
じ
食
堂
の

「
２
便
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ
」
の
監

修
を
鹿
児
島
県
出
水
市
出
身
で
レ
ス

ト
ラ
ン
「
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
」
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
の
坂
井
宏
行
さ
ん
が
担
当
し

ま
す
。
料
理
は
鶴
の
屋
料
理
長
の
井

手
和
也
シ
ェ
フ
が
担
当
。
期
間
は
１

年
間
で
、
季
節
ご
と
に
メ
ニ
ュ
ー
を

変
え
、
全
て
の
料
理
を
監
修
し
ま
す
。

　

坂
井
シ
ェ
フ
は
、「
皆
さ
ん
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。
新
た
な

観
光
資
源
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

1/13

▲坂井宏行シェフ（中央）、肥薩オレンジ鉄道㈱代表取締役社
長の山田貴康さん（左）、鶴の屋料理長の井手和也シェフ（右）▲自分の身長に合った世界にひとつだけのいすが完成

１/17

▲怒りと上手に向き合う方法を学ぶ ▲美しい歌声を披露する木上勲さん

まちのわだい
9 広報みなまた2018.3.1

「食」の大切さを伝える
水俣市学校給食フォーラム

　

 

全
国
学
校
給
食
週
間
に
合
わ
せ
て
、

給
食
に
つ
い
て
家
庭
・
地
域
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、市
が
水
俣

市
学
校
給
食
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
き
ま

し
た
。

　

鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
講
師
の
千

葉
し
の
ぶ
さ
ん
が
、「
食
べ
も
の
に
は

ド
ラ
マ
が
あ
る
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

子
ど
も
へ
の
食
育
や
食
事
の
大
切
さ

を
伝
え
ま
し
た
。

　

千
葉
さ
ん
は
、「
食
は
、親
と
し
て

の
あ
た
た
か
さ
を
伝
え
る
手
段
の
一

つ
」と
話
し
、会
場
に
集
ま
っ
た
参
加

者
80
人
は
、メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、興

味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

１/27

　

１
月
22
日
か
ら
26
日
に
か
け
て

環
境
省
が
、
水
俣
病
経
験
の
普

及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
海
外

の
行
政
担
当
者
を
対
象
に
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

平
成
８
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
は
、
東
・
東
南

ア
ジ
ア
な
ど
の
国
の
行
政
担
当
者

９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
、
24
日
に
水
俣
病
情

報
セ
ン
タ
ー
や
水
俣
病
資
料
館
を

見
学
。
水
俣
病
資
料
館
で
は
、
水

俣
病
患
者
の
上
野
エ
イ
子
さ
ん
が

講
話
を
行
い
、
研
修
生
ら
は
真
剣

な
表
情
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

2/5

1/22
～26

水俣で公害の未然の防止を学ぶ
「海外行政担当者等招

しょうへい

聘研修」

　

市
立
図
書
館
が
２
月
２
日
か
ら
３

日
に
か
け
て
、
「
幸
せ
に
な
る
絵
本

の
届
け
方
」
と
題
し
た
創
作
童
話
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
市
内
保
育
園
な
ど

で
行
い
ま
し
た
。
講
師
は
、
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
教
授
で
作
家

の
村
中
李り

え衣
さ
ん
。
絵
本
に
ま
つ
わ

る
相
談
会
や
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま

で
年
代
ご
と
の
絵
本
の
読
み
方
実
演

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

村
中
さ
ん
の
絵
本
読
み
を
体
験
し

た
園
児
ら
は
、
村
中
さ
ん
に
合
わ
せ

て
体
を
動
か
し
た
り
、
問
い
か
け
に

こ
た
え
る
な
ど
、
最
後
ま
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲水俣病資料館の島田館長の説明を聞く研修生ら

木のぬくもり感じる建物へ
水高生が木製家具を製作

聞く人みんなが笑顔になる
「幸せになる絵本の届け方」

2/2
～3

　

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
で
、
水

俣
高
校
建
築
コ
ー
ス
の
生
徒
が

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
関
係
者
へ
、

木
製
家
具
の
引
き
渡
し
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
木
製
家
具
は
、
水
俣
高
校

建
築
コ
ー
ス
の
生
徒
５
人
が
、
昨

年
12
月
か
ら
、
水
俣
地
区
建
具
組

合
の
協
力
の
も
と
、
水
俣
環
境
ア

カ
デ
ミ
ア
の
利
用
者
へ
製
作
し
た

も
の
で
す
。

　

緒
方
拓
実
さ
ん
（
水
俣
高
校
３

年
）
は
「
み
ん
な
が
安
心
・
安
全

に
使
用
で
き
る
よ
う
に
製
作
し

た
」と
話
し
ま
し
た
。

▶田中光樹さん（水俣高校 3
年・右）から水俣環境アカデ
ミア古賀所長へ目録の贈呈 ▲村中さんの読み聞かせに園児は自然と笑顔に

▲水俣高校建築コースの生徒
が製作したテーブルやいすな
どの木製家具

▲「自分で食べるものは自分で作る能力を親が伝えてほし
い」と話す千葉さん



まちのわだい

10広報みなまた2018.3.1

勇ましい太鼓の音が響き渡る
第12回水俣芦北和太鼓フェスティバル

2/11

地域の人 も々応援したくなるビジネスとは？
ローカル・ビジネス・サミット

2/8

　

水
俣
芦
北
の
太
鼓
愛
好
家
ら
で

つ
く
る
実
行
委
員
会
が
、
市
文
化

会
館
で
「
第
12
回
水
俣
芦
北
和
太

鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
水
俣
芦
北
の
和
太
鼓
チ

ー
ム
６
団
体
が
出
演
し
、
子
ど
も

た
ち
の
可
愛
ら
し
い
演
奏
や
、
大

人
の
勇
ま
し
い
演
奏
で
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

特
別
出
演
と
し
て
、
や
う
ち
ブ

ラ
ザ
ー
ス
や
秀
岳
館
高
校
雅
太
鼓

な
ど
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。

会
場
外
で
は
、
カ
レ
ー
や
ス
イ
ー

ツ
の
出
店
が
あ
り
、
最
後
ま
で
に

ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

市
が
、
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
や

地
域
経
済
の
在
り
方
を
探
す
目
的
で

「
ロ
ー
カ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ミ
ッ

ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
㈱
ウ
エ
ダ
本

社
代
表
取
締
役
社
長
の
岡
村
充
泰
さ

ん
の
講
演
や
、
平
成
29
年
度
の
「
四

方
良
し
経
営
の
学
び
舎
」
の
参
加
者

に
よ
る
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
に
は
、

参
加
者
全
員
で
共
感
し
た
り
、
応
援

し
た
い
と
思
っ
た
ア
イ
デ
ア
に
投
資

す
る
模
擬
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

水俣の海にすむ魚がいっぱい知ったよ
さかなクン講演会

　

水
俣
芦
北
地
域
振
興
局
が
湯

の
児
海
と
夕
や
け
で
、
タ
レ
ン
ト

で
東
京
海
洋
大
学
名
誉
博
士
で
あ

る
さ
か
な
ク
ン
の
講
演
会
を
開
き
、

家
族
連
れ
な
ど
約
３
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

さ
か
な
ク
ン
は
、
水
俣
の
海
に

す
ん
で
い
る
魚
の
イ
ラ
ス
ト
ク
イ

ズ
を
出
題
し
た
り
、
魚
に
関
す
る

豆
知
識
な
ど
を
紹
介
。
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
講
演
に
会
場
は
、
笑
い

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

さ
か
な
ク
ン
は
「
心
の
ふ
る
さ

と
の
水
俣
に
ど
ん
ど
ん
帰
っ
て
来

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

女の子の好きなものがいっぱい
「Healthy & Beauty プチマルシェ」

　

市
内
の
若
手
事
業
者
ら
が
、
み

な
ま
る
キ
ッ
チ
ン
で
、
女
の
子
の

好
き
な
物
を
集
め
た
プ
チ
マ
ル

シ
ェ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
の

他
、
水
俣
で
つ
く
っ
た
野
菜
の
販

売
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
写
真

フ
レ
ー
ム
作
り
体
験
な
ど
が
行
わ

れ
、
女
性
を
中
心
に
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
河
田
耕

一
さ
ん
は
、「
水
俣
に
も
こ
ん
な

に
頑
張
っ
て
る
事
業
者
が
い
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
い
い
機
会
に

な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

2/10

▲ハンドメイドの作り方を教えてもらう参加者▲演奏を披露した湯の香太鼓の皆さん

2/11

▲かわいい魚のイラストクイズで子どもたちは大喜び
▲投資の模擬投資では、㈱Mr.Orange の永井さんらのビジ
ネスアイデアが最も多くの共感を集めました



まちのわだい
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水俣の旬の食材が盛りだくさん
第12 回みなまた春御膳フェア

　

３
月
１
日
か
ら
、湯
の
児
・
湯
の

鶴
温
泉
４
軒
と
市
内
の
飲
食
店
７

店
舗
が
、水
俣
の
旬
の
食
材
を
使

用
し
た
御
膳
を
提
供
す
る「
第
12

回
み
な
ま
た
春
御
膳
フ
ェ
ア
」が

開
催
中
で
す
。

　

こ
の
日
は
、湯
の
児
海
と
夕
や

け
で
、参
加
店
の
料
理
が
報
道
機

関
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

旅
館
で
は
、４
千
円（
部
屋
休

憩
、入
浴
料
込
み
、税
別
）で
、飲
食

店
で
は
、３
千
円（
税
別
）で
豪
華

な
御
膳
が
楽
し
め
ま
す
。詳
し
く
は

（
一
社
）み
な
ま
た
観
光
物
産
協
会

☎
６
３
・
２
０
７
９

2/13

　

水
俣
さ
く
ら
保
育
園
が
、
熊
本

県
家
庭
教
育
支
援
優
良
団
体
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
熊

本
県
が
県
の
家
庭
教
育
の
支
援
に

功
績
の
あ
っ
た
家
庭
教
育
支
援
関

係
の
優
良
団
体
や
個
人
を
表
彰
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

水
俣
さ
く
ら
保
育
園
は
、
保
護

者
向
け
の
子
育
て
講
演
会
や
研
修

会
を
昭
和
56
年
か
ら
続
け
て
お
り
、

教
育
評
論
家
の
講
演
や
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
、
近
隣
の
小
学
校

と
連
携
し
て
、
保
護
者
の
教
育
力

向
上
に
貢
献
し
て
い
る
点
な
ど
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

2/17

2/13
水俣さくら保育園が受賞
熊本県家庭教育支援優良団体表彰

▲水俣の旬の味を堪能できます

　

熊
本
県
文
化
財
保
護
協
会
と
市
教

育
委
員
会
が
、
秋
葉
会
館
で
文
化
財

研
修
会
を
開
き
、
約
60
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
師
は
、
㈱
九
州
文
化
財

研
究
所
研
究
部
長
の
花
岡
興お
き
ふ
み史

さ
ん
。

「
江
戸
幕
府
の
城
郭
政
策
と
水
俣

城
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
清
正
の
城

と
し
て
は
、
わ
ず
か
13
年
で
壊
さ
れ

た
水
俣
城
が
果
た
し
た
役
割
や
、
江

戸
時
代
の
水
俣
領
の
変
遷
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
発
掘
調
査
で
発
見
さ

れ
た
水
俣
城
の
瓦
の
一
部
も
展
示
さ

れ
、
参
加
者
は
興
味
深
そ
う
に
見
学

し
て
い
ま
し
た
。

▲吉本教育長に表彰を報告した水俣さくら保育園園長の山
田誠次さん（左）と主任保育士の山田弥生さん（中央）

カンキツの機能について考える
「カンキツの機能性成分と産業利用の可能性」

水俣城の歴史について学ぶ
文化財研修会

2/15

　

市
と
㈱
リ
バ
ネ
ス
が
、
水
俣
環
境

ア
カ
デ
ミ
ア
で
「
カ
ン
キ
ツ
の
機
能

性
成
分
と
産
業
利
用
の
可
能
性
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
市
民
講
座
を
開
き
ま

し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
農
業
・
産
業
技
術

総
合
研
究
所
機
構
の
小
川
一
紀
さ
ん

が
、
か
ん
き
つ
類
の
健
康
へ
の
効
果

や
地
域
の
果
樹
産
業
の
振
興
な
ど
の

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
第
２
部
で
は
、

㈱
ナ
ノ
デ
ッ
ク
ス
の
服
部
憲
治
郎
さ

ん
を
は
じ
め
、
水
俣
の
事
業
者
や
大

学
の
講
師
を
交
え
、
か
ん
き
つ
類
を

利
用
し
た
、
水
俣
な
ら
で
は
の
新
た

な
産
業
の
展
開
を
討
論
し
ま
し
た
。

▲第 1部で講演をする小川一紀さん ▲城によって石垣が違うことなども解説



『
た
ね
を
ま
い
て 

み
な
ま
た
環
境
絵

本
大
賞
優
秀
作
品
集
』出
版
発
表
会

　

み
な
ま
た
環
境
絵
本
大
賞
の
優

秀
作
品
を
集
め
た
作
品
集
が
、
本

に
な
り
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
原
作
者
や
作

画
者
の
し
ろ
ぺ
こ
り
さ
ん
も
出

席
し
て
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
群

読
、
サ
イ
ン
会
、
展
示
企
画
（
原

画
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
、
ス

イ
ー
ツ
ア
ー
ト 
な
ど
）
を
行
い
ま

す
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時　

３
月
18
日
㈰　

10
時
〜

12
時

■
場
所　

市
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
☎

63
・
８
４
０
１
（
月
曜
休
館
）

発
達
障
が
い
や
子
育
て
に
関
す
る

不
安
・
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

子
ど
も
の
発
達
障
が
い
に
関
す

る
不
安
や
子
育
て
の
悩
み
な
ど
、

療
育
に
つ
い
て
、
次
の
機
関
が
相

談
に
随
時
応
じ
て
い
ま
す
。

○
南
部
発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー「
わ
る
つ
」

☎
０
９
６
５
・
62
・
８
８
３
９ 

○
水
俣
芦
北
圏
域
地
域
療
育
セ
ン

タ
ー「
に
こ
に
こ
な
か
ま
」

☎
84
・
９
５
４
０

　

水
俣
市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
ど
も
の
遊
び
場
や
保
護
者
同
士

の
交
流
の
場
を
提
供
し
、
育
児
な

ど
の
相
談
、
情
報
提
供
を
行
っ
て

子
育
て
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

○
水
俣
市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー「
つ

ど
い
の
広
場
ぴ
よ
ぴ
よ
」、「
児
童
館
」

☎
63
・
８
４
１
１

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
☎
61
・

１
６
５
０

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集

　

意
思
疎
通
に
必
要
な
、
初
歩
的

な
手
話
通
訳
技
能
の
指
導
、
講
習

を
行
い
ま
す
。

　

手
話
通
訳
者
が
増
え
る
こ
と
は
、

地
域
の
聴
覚
障
が
い
者
の
福
祉
発

展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
日
時　

毎
週
月
曜 
19
時
〜
21
時

○
入
門
課
程
（
18
回
）

　

４
月
９
日
㈪
〜
８
月
13
日
㈪

○
基
礎
課
程
（
28
回
）

　

８
月
27
日
㈪
〜
平
成
31
年
３
月

　

25
日
㈪

■
場
所　

市
公
民
館
本
館
３
階
第

２
研
修
室
Ａ

■
受
講
資
格　

高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
力
が
あ
り
、
手
話
通
訳
活

動
が
で
き
る
人

■
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
７
千
円
程
度
が
別
途
必
要
）

■
申
し
込
み
方
法　

福
祉
課
⑩
番

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

３
月
30
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
☎
61
・

１
６
５
０

「
実
生
の
森
」に

来
て
み
ま
せ
ん
か
♪

　

最
近
、
自
然
に
触
れ
て
遊
び
ま

し
た
か
。
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
に
は
、

水
俣
の
各
所
か
ら
植
物
の
種
子
を

集
め
て
植
樹
し
た
「
実
生
の
森
」

が
あ
り
ま
す
。

　
「
実
生
の
森
」
は
、
環
境
の
再

生
を
願
っ
て
、
水
俣
市
民
が
協
力

し
て
作
っ
て
き
た
森
で
す
。

　

実
生
の
森
で
体
を
動
か
し
て
楽

し
く
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
！ 

カ

レ
ー
な
ど
を
用
意
し
て
待
っ
て
い

ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
当
日
参
加

が
で
き
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
事

前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
未
就
学
児
に
は
大
人
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

※
幼
稚
園
・
保
育
園
で
参
加
を
希

望
す
る
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
20
日
㈫　

９
時
30

分
集
合
、
13
時
終
了
予
定

※
平
日
開
催
、
小
雨
決
行
。
大
雨

の
場
合
は
３
月
27
日
㈫
に
延
期
。

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
「
実

生
の
森
」
駐
車
場
集
合

■
内
容　

実
生
の
森
で
遊
ぼ
う

（
木
登
り
、
ど
ん
ぐ
り
ご
ま
、
葉

っ
ぱ
で
切
り
絵 

な
ど
）

■
持
参
品　

帽
子
、軍
手
、マ
イ
箸
、

マ
イ
水
筒
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

■
服
装　

汚
れ
て
も
よ
い
も
の

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

環
境
課

☎
61
・
１
６
４
７
／
FAX 

63
・
９
０

４
４

市役所から
お知らせです

市
立
図
書
館

福
祉

環
境

実生の森のどんぐり
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接
種
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」

　

３
月
１
日
㈭
か
ら
７
日
㈬
ま
で

の
７
日
間
は
「
子
ど
も
予
防
接
種

週
間
」
で
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も

に
対
す
る
予
防
接
種
へ
の
関
心
を

高
め
、
接
種
率
の
向
上
を
図
る
た

め
に
、
予
防
接
種
の
勧
奨
、
啓
発

を
行
う
期
間
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度
母
子

健
康
手
帳
を
確
認
し
、
受
け
て
い

な
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
早
め
に
予

防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
下
表

の
医
療
機
関
へ
事
前
に
電
話
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
健
康

課
（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
62
・

３
０
２
８

（
表
）
予
防
接
種
医
療
機
関
一
覧

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
発
生
に
備
え
、
防
災
行
政
無
線

を
使
っ
た
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た

訓
練
で
、
水
俣
市
以
外
の
地
域
で

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
情
報
伝

達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
時　

３
月
14
日
㈬　

11
時

※
毎
月
１
回
、
第
４
水
曜
日
の
14

時
頃
に
も
訓
練
を
行
い
ま
す
。

■
放
送
内
容

①
上
り
チ
ャ
イ
ム
音

②
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

　

ス
ト
で
す
。」（
３
回
）

③
「
こ
ち
ら
は
、
水
俣
市
役
所
で

　

す
。」

④
下
り
チ
ャ
イ
ム
音

◆「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」と
は

　

国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
人
工

衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
伝
え

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
防
災

課
☎
61
・
１
６
０
４

消
防
団
の
訓
練
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

　

４
月
22
日
㈰
に
開
催
す
る
「
水

俣
市
消
防
点
検
」
に
伴
い
、
３
月

上
旬
か
ら
音
楽
隊
の
ド
リ
ル
演
奏

訓
練
が
、
４
月
か
ら
は
消
防
団
全

体
の
訓
練
が
始
ま
り
ま
す
。

　

夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
、
太
鼓

や
ラ
ッ
パ
を
鳴
ら
し
た
り
、
大
き

な
号
令
を
か
け
て
の
訓
練
を
行
い

ま
す
。
特
に
、
旧
第
三
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺

地
区
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
訓
練
期
間　

３
月
１
日
㈭
〜
４

月
21
日
㈯

※
４
月
14
日
、
15
日
、
21
日
以
外

の
土
日
は
訓
練
な
し

■
時
間　

18
時
〜
21
時

※
４
月
15
日
、
16
日
は
９
時
〜
12
時

■
場
所　

旧
第
三
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド

※
４
月
９
日
、
18
日
〜
21
日
は
浜

グ
ラ
ウ
ン
ド

■
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
防
災

課
☎
61
・
１
６
０
４

消防団員を募集しています！
応募・問い合わせは、危機管理防災課 危機管理防災室（☎ 61-1604）まで

nformationＩ

病（医）院名 電話番号 ヒブ 肺炎
球菌

Ｂ型
肝炎

四種
混合

不活化
ポリオ ＢＣＧ

麻しん
風しん
混合

水痘 二種
混合

日本
脳炎

深水医院 63-6390 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宮竹小児科医院 69-3501 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
本田レディースクリニック（ネット予約可） 63-2019 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市川内科クリニック 62-0707 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山田クリニック 63-5188 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
てらさきクリニック 63-1200 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
総合医療センター小児科 63-2101 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
たなか耳鼻科・眼科クリニック 62-8777 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
谷山医院 63-2557 ○ ○ ○

健
康

防
災
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く
ま
も
と
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会 

参
加
者
募
集

■
期
日

○
水
泳
競
技　

４
月
22
日
㈰

○
そ
の
他
競
技　

５
月
20
日
㈰

■
実
施
競
技
・
会
場

○
陸
上
競
技

　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
陸

　

上
競
技
場

○
卓
球
競
技

　

熊
本
県
身
体
障
が
い
者
福
祉
セ

　

ン
タ
ー
体
育
館

○
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

　

ワ
ン
ダ
ー
ボ
ウ
ル
南
熊
本

○
水
泳
競
技

　

熊
本
市
総
合
屋
内
プ
ー
ル

○
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技

　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
ス
ポ

　

ー
ツ
広
場

■
参
加
資
格

○
身
体
障
が
い
者
の
部

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

　

け
て
い
る
人

○
知
的
障
が
い
者
の
部

　

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

　

る
か
、
手
帳
取
得
の
対
象
に
準

　

ず
る
障
が
い
が
あ
る
人

○
共
通
事
項

　

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
で
13

　

歳
以
上
の
、
県
内
に
住
所
が
あ

　

る
か
、
県
内
の
施
設
・
学
校
な

　

ど
に
在
籍
し
て
い
る
人

※
卓
球
競
技
で
は
、
オ
ー
プ
ン
競

技
と
し
て
精
神
障
が
い
の
部
を
実

施
し
ま
す
。

※
参
加
制
限
が
あ
る
競
技
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼
熊
本
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w
w
w
1.bbiq.jp/kscad/

■
申
込
締
切
日　

３
月
８
日
㈭

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

☎
61
・
１
６
５
０

国
税
専
門
官
採
用
試
験

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税

専
門
官
採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程

度
）の
受
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

○
昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成
９

　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

○
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か

　

に
当
て
は
ま
る
人

　

①
大
学
を
卒
業
し
た
か
、
平
成

　
　

31
年
３
月
ま
で
に
卒
業
す
る

　
　

見
込
み
の
人

　

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格

　
　

が
あ
る
と
認
め
た
人

■
試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

■
申
し
込
み
方
法　

人
事
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▼
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w
w
w
.jin
ji.go

.jp
/saiyo

/
saiyo.htm

■
申
込
受
付
期
間　

３
月
30
日
㈮

〜
４
月
11
日
㈬
（
受
信
有
効
）

■
第
１
次
試
験
日　

６
月
10
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
国
税
局
人

事
第
二
課
試
験
研
究
係
☎
０
９
６
・

３
５
４
・
６
１
７
１（
内
線
６
０
４

６
）

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

停
電
に
伴
う
救
急
外
来
休
止

　

法
定
の
定
期
点
検
を
実
施
す
る

た
め
、
停
電
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

作
業
中
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
や

各
種
検
査
な
ど
が
で
き
な
い
た
め
、

救
急
外
来
を
休
止
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
11
日
㈰　

８
時
〜

18
時

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
立
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
☎
63
・
２
１
０
１

市役所から
お知らせです

福
祉

医
療
セ
ン
タ
ー

税

広報みなまた

有料広告募集中！
■申込・問い合わせ　総務課情報政策室
　　　　　　　　  　 ☎６１-１６５５

申し込み状況により、お待たせする場合があります。申し込
みはお早めに！
詳しくは、水俣市ホームページの広報みなまたのページにある
「広報みなまた広告掲載要綱および申込書」をご覧ください。

◆掲載料
　市内の個人・事業所
　１枠／10,000 円
　（市外は 30,000 円）
◆申込締切日
　掲載を希望する号の
　発行日の１カ月前
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「
女
性
特
有
の
が
ん
」の
お
話

♥「
子
宮
が
ん
」と
は
？

　
子
宮
の
奥（
子
宮
体
部
）に
で
き
る

「
子
宮
体
が
ん
」と
、子
宮
の
入
り
口

（
頸
部
）に
で
き
る「
子
宮
頸
が
ん
」が

あ
り
ま
す
。子
宮
体
が
ん
は
40
歳
代

以
降
の
閉
経
前
後
に
多
く
、子
宮
頸

が
ん
は
20
〜
30
歳
代
の
若
い
人
で
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。ど
ち
ら
の
が

ん
も
、初
期
に
自
覚
症
状
が
な
く
、進

行
す
る
と
出
血
や
下
腹
部
の
痛
み
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
に
は
、性
交

渉
に
よ
っ
て
感
染
す
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ

ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）が
関
連
し

て
い
ま
す
。感
染
し
て
も
免
疫
の
働

き
な
ど
で
自
然
に
治
る
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、一
部
の
人
で
持
続
感
染

し
、数
年
を
経
て
子
宮
頸
が
ん
を
発

症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

♥「
乳
が
ん
」と
は
？

　
乳
房
の
乳
腺
組
織
に
で
き
る
が
ん

で
、日
本
人
女
性
で
は
最
も
多
い
が

ん
で
す
。特
に
40
〜
50
代
で
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
自
覚
症
状
と
し
て
、が
ん
が
5
㎜

〜
1
㎝
く
ら
い
の
大
き
さ
に
な
る
と

「
し
こ
り
」と
し
て
触
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。他
に
も
、乳
頭
か
ら
の
異
常

分
泌
、乳
頭
や
乳
輪
の
腫
れ
や
た
だ

れ
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

♥
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
で
は
、が
ん
に

な
る
前
の
状
態
や
初
期
の
が
ん
を
高

精
度
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
段
階
で
治
療
す
れ
ば
、妊
娠
や

出
産
も
で
き
ま
す
。乳
が
ん
も
、医
療

技
術
の
進
歩
に
よ
り
、し
こ
り
を
自

覚
す
る
前
の
段
階
で
発
見
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に

も
、検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

♥
生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

　
子
宮
頸
が
ん
や
乳
が
ん
の
予
防
に

効
果
が
あ
る
の
は
、禁
煙
、動
物
性
脂

肪
を
控
え
る
、野
菜
や
果
物
を
積
極

的
に
と
る
、飲
酒
は
適
量
を
守
る
、適

度
な
運
動
を
行
う
な
ど
、日
常
の
生

活
習
慣
に
関
わ
る
も
の
で
す
。

♥23

   

♥
問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
健
康
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）☎
62
・
３
０
２
８

ー こころとカラダのお話 ー
がんを予防するためには、生活習慣の
改善が大切です。
今月も【ここ♥カラ】お届けします。

ＣＩＲのグレッグが、出身
国・オーストラリアの魅力
や文化を、さまざまな視点
で紹介します。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
「
ブ
ッ
シ
ュ
」

と
い
う
言
葉
に
「
低
木
と
ユ
ー
カ
リ
の
木
、

人
が
数
少
な
い
未
開
発
の
田
舎
」と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
。ブ
ッ
シ
ュ
は
、

干
ば
つ
、
火
災
、
洪
水
、
野
生
動
物
と

の
遭
遇
、
遭
難
な
ど
と
い
っ
た
危
険
の
あ

る
場
所
で
す
が
、
生
存
に
関
す
る
豊
富
な

知
識
を
持
つ
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
と
っ
て
は
、

栄
養
と
生
存
の
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

絵
画
の
テ
ー
マ
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
バ

ン
ジ
ョ
ー
・
パ
タ
ー
ソ
ン
な
ど
の
有
名
な

詩
人
も
、「
ブ
ッ
シ
ュ
の
詩
」を
書
い
て
、

ブ
ッ
シ
ュ
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ

ま
で
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
最
も
有
名
な
ブ
ッ
シ
ュ
の
詩
の
一
つ
は
、

パ
タ
ー
ソ
ン
の
「
ス
ノ
イ
ー
・
リ
バ
ー
か
ら

の
男
」で
す
。
こ
の
詩
が
１
８
９
０
年
に

書
か
れ
た
と
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ま

だ
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で
、
独
立
し
て
独

自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
立
し
よ

う
と
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
と
っ
て
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
が
国
民
を

豪！豪！Ｇｏ！Ｇｏ！
ゴーゴー

Vol.7

グレッググレッグ

統
一
す
る
よ
う
な
共
通
の
風
土
で
も
あ
り
、

神
話
と
ヒ
ー
ロ
ー
の
源
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「
ス
ノ
イ
ー
・
リ
バ
ー
か
ら
の
男
」は
こ
れ

ら
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
ひ
と
り
で
し
た
。

　
こ
の
有
名
な
ブ
ッ
シ
ュ
の
詩
は
、
1
9

8
0
年
代
に
映
画
化
さ
れ
ま
し
た
。
山

地
の
牧
場
に
住
む
ジ
ム
・
ク
レ
イ
グ
が
、

父
親
を
突
然
に
亡
く
し
、
牧
場
主
と
し
て

一
人
前
に
な
る
た
め
に
奮
闘
す
る
物
語
で

す
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
ジ
ム
が
野

生
馬
た
ち
を
集
め
る
た
め
に
、
と
て
も
険

し
い
斜
面
を
馬
で
駆
け
下
り
ま
す
。
俳
優

の
ト
ム
・
バ
リ
ン
ソ
ン
は
、
こ
の
ス
リ
リ

ン
グ
な
ス
タ
ン
ト
を
自
ら
演
じ
た
の
で
、

地
元
の
人
々
は
勇
敢
な
彼
の
こ
と
を
実
際

に
「
ス
ノ
ー
・
リ
バ
ー
か
ら
の
男
」と
名

付
け
ま
し
た
。

　
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
単
な
る
自
然
の
エ
リ
ア

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ブ
ッ
シ
ュ
と
と
も
に

暮
ら
す
苦
労
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
イ
メ
ー

ジ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
生
み
出
し
た
と
も
言
え
る
で
し

ょ
う
。
多
く
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
と

っ
て
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
ま
る
で
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
人
で
あ
る
感
覚
を
呼
び
起
こ
す
存
在

で
す
。

▼オーストラリアの牧場は
とても広く、隣の家まで数
十km以上というところも。
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水
俣
の
春
、召
し
上
が
れ
♪

「
み
な
ま
た
春
御
膳
フ
ェ
ア
」

　

水
俣
市
の
飲
食
店
と
湯
の
児
・

湯
の
鶴
温
泉
旅
館
で
、
み
な
ま
た

の
春
の
食
材
を
使
っ
た
御
膳
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
店
舗
が
、
春
の
食
材
を
使

っ
て
腕
を
振
る
っ
た
自
慢
の
料
理

を
提
供
し
ま
す
。

■
期
間　

３
月
１
日
㈭
〜

■
参
加
店
舗

○
湯
の
児
温
泉

　

湯
の
児
海
と
夕
や
け
、
昇
陽
館

○
湯
の
鶴
温
泉

　

あ
さ
ひ
荘
、
湯
宿
鶴
水
荘

○
飲
食
店

　

炉
端
焼
丸
八
、
貝
汁
味
処
南
里
、

　

生
協
く
ま
も
と
、
あ
ら
せ
、
諸

　

国
屋
本
舗
、
福
田
農
場
（
バ
レ

　

ン
シ
ア
館
・
セ
ビ
リ
ア
館
）

■
申
し
込
み
方
法　

２
日
前
ま
で

に
２
人
以
上
で
各
店
舗
に
直
接
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
料
金

○
湯
の
児
・
湯
の
鶴
温
泉

　

４
千
円
（
税
別
）

○
飲
食
店

　

３
千
円
（
税
別
）

■
問
い
合
わ
せ　

（
一
社
）
み
な
ま
た

観
光
物
産
協
会
☎

63
・
２
０
７
９

水
俣
市
公
民
館

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

水
俣
市
公
民
館
の
市
民
教
室
で

受
講
生
が
学
ん
だ
成
果
や
、
自
主

サ
ー
ク
ル
の
活
動
な
ど
を
発
表
し

ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
部
門
で
は
、
発
表
の

他
に
水
俣
高
校
音
楽
部
も
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
出
演
し
ま
す
。
軽
食

コ
ー
ナ
ー
も
ご
用
意
し
て
、
皆
さ

ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
は
、
学
習
、
仲
間
づ
く

り
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
公
民
館
の
活
動
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

３
月
10
日
㈯　

９
時
30
分
〜
17
時
、

３
月
11
日
㈰　

９
時
30
分
〜
16
時

■
場
所　

市
公
民
館
本
館

■
参
加
団
体

○
展
示
部
門

　

料
理
、
手
芸
、
便
利
で
楽
し
い

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
初
級
パ
ソ
コ
ン
、

　

小
さ
な
ア
ー
ト
・
ハ
ガ
キ
絵
、

　

書
道
（
基
礎
）、
く
ら
し
に
役
立

　

つ
デ
ッ
サ
ン
（
基
礎
）、
プ
リ
ザ

　

ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
、
ク
ラ
フ
ト

　

手
芸
、
ふ
じ
ク
ラ
ブ
（
自
主
サ

　

ー
ク
ル
）

○
ス
テ
ー
ジ
部
門

　

読
み
聞
か
せ
、
琴
伝
流
大
正
琴
、

　

セ
ッ
ト
・
ダ
ン
ス
、
初
級
フ
ラ

　

ダ
ン
ス
、
３
Ｂ
体
操
、
健
康
太

　

極
拳
元
気
塾
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

　

健
康
で
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
吹
き

　

矢
、
水
俣
ハ
ー
モ
ニ
カ
愛
好
会

　
（
自
主
サ
ー
ク
ル
）

■
問
い
合
わ
せ　

市
公
民
館
☎
63
・

８
４
０
２

◎税務課
　市民税係☎ 61 ｰ 1610
　収納対策室☎ 61 ｰ 1630
　固定資産税係☎ 61 ｰ 1620
◎市民課　
　戸籍住民係☎ 61 ｰ 1611
　年金医療保険係☎ 61 ｰ 1633
　市民生活係☎ 61 ｰ 1656
◎福祉課
　生活支援室（総務）☎ 61 ｰ 1640
　　　　　　  （生活支援）☎ 61 ｰ 1670
　子ども子育て支援室☎ 61 ｰ 1660
　障がい福祉支援係☎ 61 ｰ 1650
◎環境課
　環境政策室☎ 61 ｰ 1612
　環境衛生係☎ 61 ｰ 1613
　水俣病・もやい推進係☎ 61 ｰ 1647
　環境クリーンセンター☎ 62 ｰ 4101
◎いきいき健康課
　健康推進係☎ 62 ｰ 3028
　高齢介護支援室☎ 63 ｰ 3051
◎都市計画課建築住宅係☎ 61 ｰ 1621
◎土木課道路維持係☎ 61 ｰ 1625
◎下水道課☎ 61 ｰ 1627
◎水道局☎ 63 ｰ 2604
◎教育総務課☎ 61 ｰ 1637
※その他の窓口は☎ 63 ｰ 1111へ
　お尋ねください。

暮
ら
し
の

　  
情
報

催  し

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

体
験
教
室「
琴
伝
流
大
正
琴
」

　

大
正
琴
は
、
シ
ン
プ
ル
な
楽
器

な
の
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
誰
で
も

楽
し
め
ま
す
。
琴
伝
流
大
正
琴
は
、

ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
ル
ト
・
テ
ナ
ー
・

ベ
ー
ス
の
四
重
奏
が
特
徴
で
す
。

　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
内

で
無
料
体
験
教
室
を
開
き
ま
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
10
日
㈯　

13
時
30

分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

市
公
民
館
本
館
３
階
和
室

■
問
い
合
わ
せ　

琴
伝
流
大
正
琴
・

永
松
☎
０
８
０
・
１
７
０
９
・
５
１

７
６

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
フ
リ
マ
の
楽

し
い
１
日「
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

　

皆
さ
ん
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

出
店
者
も
募
集
中
で
す
♪

■
日
時　

３
月
11
日
㈰　

10
時
〜

15
時

■
場
所　

エ
コ
ネ
ッ
ト
み
な
ま
た

（
南
福
寺
）

■
内
容　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
手

作
り
体
験 

な
ど

■
参
加
料　

無
料

※
手
作
り
体
験
で
は
、
材
料
代
な

ど
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

渕
上
☎
０
７
０
・

４
７
１
５
・
４
９
９
９
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■調べるチカラ／野崎篤志
■激動の平成史／内田樹 ほか
■人生は単なる空騒ぎ／鈴木敏夫
■百年泥／石井遊

ゆうか

佳
■九十八歳になった私／橋本治
■なきごえたくはいびん／えがしらみちこ

水俣市立図書館  ☎６３ー８４０１

■ 図書館内３月特設コーナー ■
「新生活の準備は読書から」

入園、入学、就職など、新たなスタートを切る人も
多い季節。期待と不安が混ざり合う今、さまざまな
本に触れて新生活を予習してみませんか。気持ちを
新たに４月を迎えるための本を紹介します。

●　　　　　　　　　　　 ●　●　●　●　●　●　●近人気の本！最

  開館：火曜日～金曜日 ９時～19時 （土日祝日は17時まで）

みな図書　日本一の読書のまちづくり

　  みな図書川柳
　図書館を　利用するなら　積読なし
 　　詠

よ

み人
びと

  Ｕさん  （15 歳・浜町）

みなまた環境
絵本『すずこ』

しろうさぎのしろちゃんとはりね
ずみのはりちゃんはとっても仲良
し、なんでも一緒の、気の合う
友だち。ところが、晩御飯をえび
カレーにするかたまごカレーにす
るかで大ゲンカになって、はりち
ゃんは大雪の中を飛び出して…。
この絵本を読んだ日は、晩御飯
にえびたまごカレーを作って食べ
た。娘と一緒に「とってもおいしいね」と言葉と笑顔
を交わした。
親子で一緒に読んで欲しい、「友だちっていいな」「一
緒に仲良く暮らせるっていいな」と心が温まる１冊。

オススメ本
『しろちゃんとはりちゃん』
（ひかりのくに）作・絵／たしろちさと

釜 美智子さん・愛子ちゃん・優子ちゃん

子育ての心がけ 「子どもの目線でいること」

オススメオススメinこどもセンター

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
へ
の
対

応
力
を
さ
ら
に
向
上
す
る
た
め
の

講
座
を
開
き
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

３
月
14
日
㈬　

14
時
〜

15
時
30
分

■
場
所　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議

会
多
目
的
ル
ー
ム

■
対
象　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
修
了
者

■
申
し
込
み
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市

社
会
福
祉
協
議
会
☎
63
・
２
０
４

７
／
FAX 

63
・
３
５
７
０
／
メ
ー
ル

yo
sh
im
o
to
@
m
in
am
ata-

shakyo.jp

自
閉
症
啓
発
デ
ー
２
０
１
８

in 

八
代

■
日
時　

４
月
７
日
㈯　

９
時
30

分
〜
11
時
30
分

■
場
所　

八
代
市
厚
生
会
館

■
参
加
料　

無
料

■
内
容

○
第
１
部　

講
義
「
発
達
障
が
い

　

の
理
解
と
取
り
巻
く
環
境
」

○
第
２
部　

発
達
障
が
い
者
の
見

　

え
方
、
聞
こ
え
方
を
知
り
、
ど

　

の
よ
う
に
日
常
生
活
を
過
ご
し

　

て
い
る
の
か
の
疑
似
体
験

※
第
１
部
は
定
員
50
人
で
、
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

熊
本
県

南
部
発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
わ
る
つ
☎
 ０
９
６
５
・
62
・

８
８
３
９
／
FAX
０
９
６
５
・
32
・

８
９
５
１
／
メ
ー
ル　

w
a-roots

@
seiryu-hikaw

a.com

も
や
い
館
の「
ス
プ
リ
ン
グ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　

も
や
い
館
で
開
講
さ
れ
て
い
る

教
室
の
作
品
展
示
会
を
開
き
ま
す
。

■
日
時　

３
月
９
日
㈮
〜
11
日
㈰

10
時
〜
17
時

■
場
所　

も
や
い
館
２
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
ふ
れ
あ
い
広
場

■
内
容　

絵
画
展
、
陶
芸
展

■
問
い
合
わ
せ　

も
や
い
館
☎
62
・

３
１
２
０

絵
画
グ
ル
ー
プ「
コ
ス
モ
ス
会
」

絵
画
作
品
展

　

絵
画
グ
ル
ー
プ
「
コ
ス
モ
ス
会
」

会
員
が
、
バ
ラ
園
や
水
俣
近
郊
の

美
し
い
風
景
な
ど
を
、
油
彩
・
水

彩
で
描
い
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
９
日
㈮
〜
11
日
㈰

10
時
〜
17
時

■
場
所　

も
や
い
館
２
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

宮
本
☎
63
・
１

７
９
２

【
有
料
広
告
】
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「
運
動
は
苦
手
」を
克
服
！

「
は
ら
っ
ぱ
運
動
教
室
」

　
「
ヘ
キ
サ
ス
ロ
ン
（
★
）」
に
挑

戦
し
て
、「
走
る
・
跳
ぶ
・
投
げ

る
」
と
い
っ
た
基
本
動
作
を
学
ん

で
、
学
校
で
行
わ
れ
る
体
力
測
定

に
備
え
よ
う
♪

　

４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る

新
１
年
生
も
大
歓
迎
で
す
。

★
ヘ
キ
サ
ス
ロ
ン
と
は

　

大
手
ス
ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー
カ
ー

が
開
発
し
た
、
運
動
が
苦
手
な
子

ど
も
で
も
楽
し
み
な
が
ら
運
動
の

基
本
動
作
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

■
日
時　

３
月
17
日
㈯　

10
時
〜

11
時
30
分

※
雨
天
時
は
３
月
25
日
㈰
に
延
期

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
陸
上

競
技
場

■
対
象　

小
学
生

■
定
員　

先
着
20
人

■
参
加
料　

５
０
０
円

■
持
参
品　

飲
み
物
、
タ
オ
ル

■
服
装　

運
動
の
で
き
る
服
、
運

動
靴

■
申
し
込
み
方
法　

エ
コ
パ
ー
ク

水
俣
管
理
事
務
所
で
直
接
申
し
込

む
か
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
当
日

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
締
切
日　

３
月
16
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

エ
コ
パ

ー
ク
水
俣
管
理
事
務
所
☎
62
・
７

５
０
１
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
）
／
メ
ー
ル

info@
m
inam

ata-kouen.com

早
世
の
詩
人
を
し
の
ぶ

淵
上
毛
錢
墓
前
祭

　

水
俣
市
が
生
ん
だ
詩
人
、
淵
上

毛
錢
（
大
正
４
年
〜
昭
和
25
年
）

の
命
日
に
、
秋
葉
山
中
腹
に
あ
る

墓
碑
の
前
で
、
墓
前
祭
を
開
き
ま

す
。
毛
錢
の
詩
の
朗
読
や
歌
の
演

奏
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時　

３
月
９
日
㈮　

14
時
30

分
〜

■
場
所　

淵
上
毛
錢
の
墓
前
（
国

道
３
号
を
旧
市
役
所
か
ら
津
奈
木

方
面
へ
約
２
０
０
ｍ
左
手
、「
淵

上
毛
錢
墓
入
口
」
と
書
か
れ
た
石

柱
よ
り
入
る
）

■
問
い
合
わ
せ　

淵
上
毛
錢
を
顕

彰
す
る
会
事
務
局
（
東
福
寺
内
）

☎
63
・
３
３
０
２

子
育
て
中
の
マ
マ
の
た
め
の

「
自
分
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
日
♪
」

　

子
育
て
中
の
マ
マ
の
皆
さ
ん
、

ゆ
っ
く
り
で
き
る
時
間
を
持
て
て

い
ま
す
か
？ 

ゆ
っ
く
り
ご
飯
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
か
？

　

ヨ
ガ
を
の
呼
吸
を
通
し
て
気
分

を
リ
セ
ッ
ト
。
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
ゆ
っ
た
り

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
ア
ロ
マ
体
験

や
、
コ
メ
農
家
さ
ん
の
特
製
ラ
ン

チ
（
有
料
）
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

３
月
14
日
㈬　

10
時
30

分
〜
13
時

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
和
室

■
講
師　

健
康
バ
ラ
ン
ス
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
・
永
吉
ま
ゆ
さ
ん

■
参
加
料　

無
料

※
ラ
ン
チ
の
み
、
１
食
５
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

ほ
の
ぼ

の
ク
ラ
ブ
・
原
永
☎
０
９
０
・
５
２

９
５
・
８
０
８
７

「
は
じ
め
ま
し
て
、
傾
聴
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
演
会

　
「
傾
聴
」
は
、
相
手
の
話
を
「
聴

く
」コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

で
す
。
聴
く
こ
と
で
相
手
の
心
を

落
ち
着
か
せ
前
向
き
な
気
持
ち
に

す
る
効
果
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
活
用
で
き
ま
す
。「
聴
く

こ
と
」
の
大
切
さ
を
、
こ
の
機
会

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

参
加
は
無
料
で
す
。
当
日
参
加

も
で
き
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
事

前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
13
日
㈫　

13
時
30

分
〜
15
時

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
音
楽
室

■
講
師　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
く

ま
も
と
・
那
須
幸
さ
ん

■
申
込
締
切
日　

３
月
12
日
㈪

■
申
込･

問
い
合
わ
せ　

水
俣
市

社
会
福
祉
協
議
会
☎
63
・
２
０
４
７

／
FAX 

63
・
３
５
７
０
／
メ
ー
ル

m
atsum

oto@
m
inam

ata-sha
kyo.jp

熊
本
県
社
会
福
祉
士
会
水
俣
・
芦

北
ブ
ロ
ッ
ク
地
域
公
開
セ
ミ
ナ
ー

　

現
在
、国
は
、「
地
域
共
生
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
て
、
横
断
的
・

包
括
的
な
支
援
を
提
供
で
き
る
よ

う
福
祉
の
仕
組
み
を
見
直
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
こ
う
し

た
動
向
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら

の
福
祉
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

■
日
時　

３
月
17
日
㈯　

14
時
〜

16
時（
受
け
付
け
開
始
13
時
30
分
）

■
場
所　

市
立
総
合
体
育
館
１
階

会
議
室

■
テ
ー
マ　
「
地
域
共
生
社
会
を

考
え
る
」

■
講
師　

熊
本
学
園
大
学
客
員
教

授
・
和
田
要
さ
ん

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　
（
一
社
）
熊
本
県

社
会
福
祉
士
会
水
俣
芦
北
ブ
ロ
ッ

ク
（
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
）・

秋
山
☎
63
・
２
０
４
７

【
有
料
広
告
】
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市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

「
薬
剤
師
に
よ
る
ア
ロ
マ
講
座
」

　

笑
顔
に
な
れ
る
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド

ク
リ
ー
ム
作
り
と
ほ
っ
こ
り
ハ
ン

ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。
や

さ
し
い
香
り
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
♪

■
日
時　

３
月
10
日
㈯　

15
時
〜

■
参
加
料　

５
０
０
円（
材
料
代
）

■
定
員　

15
人
程
度

■
持
参
品　

タ
オ
ル

■
講
師　

出
水
郡
薬
剤
師
会
・
坂

本
克
洋
さ
ん
、
同
・
中
俣
昭
仁
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ　

市
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
☎
84
・
９
９
０
９

「
熊
本
い
の
ち
の
電
話
」

電
話
相
談
員
養
成
講
座

　
「
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
人
生

の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の
中
で
危
機

に
直
面
し
、
救
い
と
励
ま
し
を
求

め
る
人
た
ち
の
支
え
に
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
相
談
窓
口
で
す
。

　

電
話
相
談
員
に
な
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

３
月
30
日
〜
４
月
１
日

に
事
前
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
８
日
㈫
以
降
９
月

ま
で
の
毎
週
火
曜
、
18
時
30
分
〜

20
時
30
分

■
場
所　

熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
中
央
セ

ン
タ
ー
（
熊
本
市
中
央
区
）

■
対
象　

23
歳
以
上
の
人

■
定
員　

40
人

■
受
講
料　

１
万
５
千
円

※
一
泊
研
修
費
８
千
円
が
別
途
必

要
で
す
。

■
申
込
締
切
日　

４
月
27
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ　
熊
本
い
の
ち
の
電

話
事
務
局
☎
０
９
６
・
３
５
４
・
４

３
４
３

が
ん
サ
ロ
ン（
未
来
へ
）
定

例
会

　

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
が
対

象
で
す
。
支
援
を
し
た
い
人
も
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
交
流
会
で
は
、

お
茶
と
お
菓
子
を
用
意
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
16
日
㈮　

14
時
〜

■
場
所　

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
西
館
６
階

■
内
容

①
講
話　
「
血
液
検
査
か
ら
何
が

　

み
え
る
の
か
」

　

臨
床
検
査
科
・
原
田
康
治
さ
ん

②
交
流
会
（
意
見
交
換
会
）

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
地
域
医
療
支
援
室
☎
63
・

８
８
３
３

市
立
総
合
体
育
館
の
水
中

運
動
教
室「
ミ
ッ
ト
ア
ク
ア
」

　

水
の
抵
抗
・
浮
力
を
有
効
利
用

し
て
行
う
、
全
身
の
体
力
レ
ベ
ル

の
向
上
・
肥
満
解
消
を
目
的
に
し

た
水
中
運
動
で
す
。
音
楽
に
合
わ

せ
て
楽
し
く
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し

ま
し
ょ
う
♪

■
日
時　

３
月
13
日
㈫　

13
時
〜

14
時

■
場
所　

市
立
総
合
体
育
館
温
水

プ
ー
ル

■
定
員　

20
人

■
参
加
料　

１
回
５
０
０
円

※
定
期
券
、
回
数
券
を
持
っ
て
い

る
人
は
２
０
０
円
。

■
持
参
品　

タ
オ
ル
、
水
着
、
キ

ャ
ッ
プ

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
総
合
体
育

館
☎
63
・
３
３
３
９

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
月
間

ネ
ッ
ト
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

２
月
１
日
〜
３
月
18
日
の
期
間

は
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
月

間
」
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
感
染
、

不
正
ア
ク
セ
ス
、
巧
妙
な
手
口
の

詐
欺
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

と
い
っ
た
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
く
安

全
に
利
用
す
る
た
め
に
、
次
の
よ

う
な
対
策
を
徹
底
し
、
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
策

○
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ソ
フ
ト
の
更

　

新
は
こ
ま
め
に
行
う

○
Ｏ
Ｓ
（
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）、

　

ア
プ
リ
な
ど
は
最
新
の
状
態
を

　

保
つ

○
有
害
サ
イ
ト
対
策
と
し
て
「
フ
ィ

　

ル
タ
リ
ン
グ
」
を
活
用
す
る

○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
に
は
リ

　

ス
ク
が
伴
う
こ
と
を
自
覚
す
る

○
安
す
ぎ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ

　

ト
は
詐
欺
を
疑
う

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
警
察
署
生

活
安
全
係
☎
62
・
０
１
１
０

伝言板

【
有
料
広
告
】
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※
防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
時
は
☎
６
２
・
６
２
２
２
へ
。
17
時
15
分
以
降
と
土
日
祝
日
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通
報
は
☎
６
３
・
１
１
１
１
へ
。

広
報
み
な
ま
た
　
2018年（

平
成
30年

）
 ３
月
１
日
号

♥
 編
集
・
発
行
　
水
俣
市
総
務
課
　
〒
867ー

8555　
熊
本
県
水
俣
市
陣
内
１
ー
１
ー
53　

☎
0966ー

61ー
1655　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.m

inam
ata.lg.jp/

★
印
刷
　
㈲
あ
す
な
ろ
印
刷

ひと

人が
い

行きかい、ぬくもりと
かつりょく

活力ある「
かんきょう

環境モデル
と   し

都市みなまた」

　
入
口
く
ん
は
、学
校
で
野
球
部
に
所
属
し

て
い
ま
す
。ほ
ぼ
毎
日
、約
２
時
間
の
練
習
で

白
球
を
追
っ
て
い
ま
す
。普
段
の
走
る
練
習
と

い
え
ば
、ク
ラ
ブ
チ
ー
ム「
ド
リ
ー
ム
み
な
ま

た
」で
週
１
回
、他
に
部
活
の
走
り
込
み
が
あ

る
く
ら
い
だ
そ
う
。「
木
曜
日
は
部
活
と
陸
上

と
両
方
あ
る
か
ら
、く
た
く
た
に
な
り
ま
す
」

と
笑
う
入
口
く
ん
。今
回
の
駅
伝
が
、公
式
競

技
と
し
て
走
っ
た
初
め
て
の
レ
ー
ス
で
し
た
。

　
入
口
く
ん
が
走
る
楽
し
さ
を
知
っ
た
の
は
、

小
学
２
年
生
の
と
き
。持
久
走
大
会
で
１
番

に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
と
い
い
ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
、陸
上
を
し
て
い
た
父
の
練
習

に
つ
い
て
行
っ
て
は
走
っ
て
い
た
ら
、自
然
と

走
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
中
学
に
入
る
と
、入
口
く
ん
に
大
き
な
転

機
が
訪
れ
ま
し
た
。２
つ
上
の
先
輩
・
溝
上
稜

斗
く
ん
か
ら
、ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
誘
わ
れ
た
こ

と
で
す
。す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
で
活
躍

し
て
い
る
溝
上
く
ん
を
は
じ
め
、チ
ー
ム
に
は

一
般
社
会
人
も
含
め
て
た
く
さ
ん
の
速
い
ラ

ン
ナ
ー
が
い
ま
し
た
。先
輩
た
ち
か
ら
受
け
る

刺
激
と
、コ
ー
チ
ら
か
ら
の
的
確
な
指
導
で

め
き
め
き
と
力
を
付
け
て
、つ
い
に
は
県
内
の

並
み
い
る
ラ
イ
バ
ル
に
競
り
勝
ち
、区
間
賞
を

取
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　「
こ
れ
ま
で
は
、た
だ
走
っ
て
い
た
だ
け
だ

っ
た
。で
も
今
は
、頑
張
っ
て
速
く
な
り
た
い
」

と
話
す
入
口
く
ん
。陸
上
競
技
の
世
界
に
踏

み
出
し
た
今
、目
標
に
向
か
っ
て
努
力
を
重
ね

る
先
輩
た
ち
の
背
中
を
、一
生
懸
命
に
追
い
か

け
て
い
ま
す
。「
陸
上
を
続
け
て
、大
き
な
大

会
で
勝
ち
た
い
！
」目
指
す
高
み
に
向
か
っ
て

今
、走
り
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

▼
昨
年
の
広
報
み
な
ま
た
２
月
１
日
号
、裏
表

紙
の「
が
ま
だ
す
人
辞
典
」で
紹
介
し
た
、溝
上

稜
斗
く
ん
、加
菜
さ
ん
の
き
ょ
う
だ
い
。今
回
の

入
口
く
ん
と
共
に
、そ
れ
ぞ
れ
今
年
の
郡
市
対

抗
駅
伝
で
区
間
賞
を
取
り
ま
し
た
！
▼
き
ょ
う

だ
い
そ
ろ
っ
て
の
区
間
賞
獲
得
は
、１
年
前
の
取

材
で
宣
言
し
て
く
れ
た
と
お
り
。そ
こ
か
ら
こ
の

結
果
に
至
る
ま
で
に
も
、た
く
さ
ん
の
努
力
を
積

み
重
ね
て
き
た
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
。▼
い
つ
か
彼
ら

が
、さ
ら
に
大
き
な
場
所
で
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
を
、ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

Vol.14

編 

集 

後 

記

「
が
ま
だ
す
水
俣
人
辞
典
」
は
、
水
俣
で
頑
張
る
人
を
紹
介
し
て
市
民
み
ん
な
で
応
援
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

福

郡市対抗熊日駅伝１区で区間賞の快走

入口 汰地 くん（緑東中１年）

初めての公式レースで実力を発揮
先輩の背中を追って、もっと上を目指す！

　２月11日に行われた、第44回郡市対抗熊日駅
伝で、水俣市チームは９位でフィニッシュ！ ２年
連続の敢闘賞を受賞しました。天草市から熊本
市までの１４区間１０６．９kmでたすきをつなぐ
この大会で、第１回大会以来43年ぶりとなる１桁
順位に返り咲いた市チームの１区（３．４km、中
学１年区間）を担い、区間賞の走りでたすきを運
んだのが、入口汰地くんです。

冷静に周りを見て我慢し、後半で勝負するスタイルが持ち味！

人人人人人人人人人人人人
V l14
人人人人人人人人水俣ひと辞典がまだす

自慢のペットを大募集 !
 写真（返却不可）に、住所・飼い主＆ペットの名前・電話番号・性別・コメントを添えて
〒867-8555 （住所記載不要） 水俣市総務課まで。写真データの持ち込みもＯＫです！　

 家族自慢
ウチのペ ッ ト

好き嫌いをなくそうね♡

新立さん家の  

はる 
ち

（♀・７才・月浦）
ちゃん

た  い  ち

藤

▼
先
日
行
わ
れ
た
、し
し
鍋
マ
ラ
ソ
ン
。沿
道
で

応
援
し
て
い
た
人
た
ち
に「
え
？
カ
メ
ラ
持
っ
て

走
っ
て
る
！
」と
何
度
も
言
わ
れ
、恥
ず
か
し
か

っ
た
で
す
が
、何
と
か
完
走
し
ま
し
た
。応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
▼
そ
の
中
で
実
感
し
ま
し
た
が
、応
援
っ
て

自
分
が
持
っ
て
い
る
力
以
上
の
も
の
を
引
き
出

し
て
く
れ
ま
す
ね
。春
の
訪
れ
と
と
も
に
、進
学

な
ど
で
新
生
活
が
始
ま
る
人
も
い
る
と
思
い
ま

す
。不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
と
思
い
ま
す

が
、み
ん
な
が
あ
な
た
を
応
援
し
て
い
ま
す
よ
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